
２００９．３－５

これまで３回にわたってお届けした除雪作業の密着取材。今回は通学路の
確保や住民のみなさんの生活に欠かせない歩道除雪について、尾花沢国道
北地区維持工事の歩道除雪をご紹介します。
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技術係長

左の機械は小型除雪車といって、
歩道の除雪をするときに使います。
一人乗りです。
歩道除雪は全区間するわけで

はなく、通学路や住民のみなさん
が生活する上で必要性が高い区
間のみを行います。
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Ｑ．何ｃｍ積もったら出動とか、いつ作業するかといった体制はどうなっているのですか？

Ａ．基本的には降雪が１０ｃｍを超えれば出動となります。主にみなさんが通学する前
（夜）に除雪をしますが、天候によっては午前と午後に出動することもあります。みなさん
の通行や下校時の通学路の確保が必要になるためです。
登下校の子ども達を見ていると、小学生は長靴が多いですが、中学生になるとズック

の子も多く見られます。歩道に雪がたまった場合、ズックの子が車道を歩いたりするとと
ても危険なので、しっかり除雪をして安全に家に帰ってもらえるようにしたいと思ってい
ます。

▲（株）中嶋組
菅 さん（小型除雪
車オペレーター）



記者Ｍ・Ｔ

Ｑ．歩道の除雪車には大きさが違う
２種類の機械があるんですね。

▲（株）中嶋組
菅 さん（小型除雪
車オペレーター）

Ａ．歩道の幅（幅員といいます）が１ｍの区
間と１．５ｍの区間で使い分けます。
写真にあるように、どちらもシュートやオ

ーガの操作レバーがついています。
特に大きい方の除雪車は、レバーが多い

ため（オーガの角度を・傾きを変えるレバー
が２本多いなど）、操作するのが大変なの
で、経験と技術が必要です。
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Ｑ．歩道除雪で特に気をつけていることは何ですか？また、夜間の歩道除雪
は一人乗りということもあって寂しくならないですか？

Ａ．歩道除雪は歩道の雪を外側に飛ばすわけですが、民家があるところに
飛ばしたりしないよう気をつけています。日中は人や車の通りが多いため
難しいですが、夜間は道路の反対側（住宅がない部分）へ飛ばすこともでき
ます。
作業中は作業灯をつけているし、車もまったく通らないわけではないので

寂しくはならないですよ。

▲（株）中嶋組
菅 さん（小型除雪
車オペレーター）

事務係長が乗る
には狭いと思いま
す。

・・・・・・・・。

事務係長



道路に関するご意見・質問、出張所通信の感想など
どんどんお寄せ下さい！
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インタビュー

取材を終えて
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小型除雪車を見学しました。
大きい方も小さい方も、どちらの除雪車も運転室空間はこぢんまり（？）

していて、小さなスペースにいろいろなレバーやボタンがありました。
大きな機械を一人で運転しながら除雪をして、歩道通行の安全を確保

するのは大変な作業だなぁとしみじみ思いました。
説明してくれた菅さんの、子ども達や住民のみなさんの安全に対する

想いがすごく伝わってきました。通学前・下校前に作業することが多いた
め、子ども達が作業中の菅さんを目にすることはあまりないとは思います
が、私たちが子どものときも、菅さんのような人がいたから安全に通学で
きたんだなぁということが実感できました。

▲（株）中嶋組
菅 さん（小型除雪
車オペレーター）

歩道除雪作業は車道除雪作業と違い、直ぐ脇に民家の塀や転
落防止柵等があります。そのため、狭い箇所やアップ・ダウン箇
所も多く、車道の除雪とはまた違った神経を使って除雪を行って
います。
特に通学路を確保するための早朝除雪は地域特有の地吹雪

で苦労する事が時々あります。それでも子供達が元気に通学し
ているのを見ると、明日も子供達の通学路を頑張って確保しよう
と思いながら日々の歩道除雪を行っています。

２／２６道の駅むらやまで撮影

３月の出張所通信

３－１．防雪柵設置工事が無事完成しました。
（最終号）

３－２．除雪作業を密着取材！！車道除雪編
３－３．降雪・積雪データを発表します
３－４．防護柵工事が無事完成しました。（最終号）


